
 

事業の名称等  ねらい  学習者の状況  成果指標 
2021（令和３）年度 

もりの学舎ようちえん 四季を通じて自然を体感し、親しんでもらう。 

自然に親しむことで、自然の大切さについて考える動機づ

け（きっかけ）とする。 

自然体験をほとんどしたことがない。 

保護者が子どもに自然体験をさせたくても、やり方

が分からない方が多い。 

四季を通じて自然を体感し、親しむことができ

たか。 

自然に親しむことで、自然の大切さについて考

える動機づけ（きっかけ）ができたか。 

   

取組の内容 工夫 学習者の反応 学習の効果＆主に育まれる力 

１ 森の危険な生きものを紹介するなど、自然

に親しんでもらうところからスタート 

 （５月） 

「森の危険な生きもの」 

･･･ハチに遭遇したときの対処方法を「ハチさんが飛んでき

た！」という遊びを通して楽しく練習。 

 

「初夏のしぜんおさんぽ」 

･･･モールで作った人形「もりんちゅ」と一緒にもりの学舎周

辺を散歩。もりんちゅの視点で自然を観察し、新たな発見に

つなぐ。 

 

 
 

ハチが飛んできた時に

は、動かないようにする

よ！ 

 

 

葉っぱの裏で何か動いた

みたい。 

あっ、小さな虫がいた

よ！ 

 森に入るときに注意する

ことを学ぶことで、安全な

過ごし方を知ってもらう

ことができた。 

普段とは異なるもりんち

ゅの視点で森を散歩する

ことで、生きものや植物へ

の興味を高めることがで

きた。 

      

２ 生きものにふれる、森にある物を使った工

作、森のめぐみの試食などにより、四季を通

じた自然体験を行う 

（７月～１月） 

「冬の森のおさんぽ」 

･･･冬という危険生物に遭遇しにくい季節を活かし、森の中

を散歩。途中で落ち葉を集めたり、大きな葉っぱを飛ばした

り、冬の森を満喫。 

 
いろいろな落ち葉がある

ね！ 

この葉っぱのほうが大き

いよ！ 

 森に入る機会がほとんど

ない冬でも、自然遊びを通

して、新たな発見や楽しさ

を肌で感じることができ

た。 

      

３ まとめ 

（３月） 

「春をみつける」 

･･･森が春を迎える準備をしていることを、春をみつける散

歩や春の色の草木染めを通して体感。プログラム終了後も自

然への興味が持続するような呼びかけ。 

 
カエルの卵がある！オタ

マジャクシもいるね。 

小さな花が咲いている

よ！ 

 もりの学舎周辺での自然

体験をきっかけにして、今

後の自然とのふれあいに

つなげられるようにする

ことができた。 

    
■令和３年度もりの学舎ようちえん  学習者の変容 成果と課題 
・平成 28 年度から４歳以上の未就学児向けにも

りの学舎で実施している事業。 

・もりの学舎の環境を活かして、森の案内人「イ

ンタープリター」とともに、大人と子どもが一

緒に自然や生きものとふれあうことができる、

全６回のプログラムである。 

 【保護者へのアンケート結果より】 

［当日アンケート結果より］ 

・川の魚をとることが初めてで楽しかった。 

・なかなか家庭でできないスプーン作り、風呂敷染

め、森の散策と、１年間親子ともに楽しむことが

できた。 

［半年後アンケート結果より］ 

 ・よく観察することへの興味が芽生えた。インター

プリターとの交流がとても刺激になった。 

 ・葉っぱの色や形などの細かい部分に注目するよう

になった。 

（子どもの行動や発言についてわかるほどの変

化を約 78％の保護者が感じていた。） 

【成果】 

・四季を通じ、工夫を凝らした自然体験の場を提

供することで、自然に親しんでもらうことがで

きた。 

・本事業参加後、子どもの自然体験の回数の増加

や継続が見られた。 

・自然に関する子どもの行動や発言に変化が現

れ、また、保護者自身も子どもと一緒に自然の

大切さについて考えるきっかけとなったと推

測できる。 

【課題】 

・子どもや保護者自身に対し、プログラム終了後

にも、自然の大切さを考えてもらえるような

働きかけをする必要がある。 

体感 

理解 

探究 

共働 

活用 

体感 

理解 

探究 

共働 

活用 

体感 

理解 

探究 

共働 

活用 

中間評価（案） 
資料４ 

体感する力 代表的な事業に対する定性的評価 ステップアップ・ワークシート 
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事業の名称等  ねらい  学習者の状況  成果指標 

2022（令和４）年度 

プラザ環境学習講座 

 

自然、生きもの、ごみ、水、地球温暖化などの環境問題に

ついて、体験型の学習講座を通して理解を深め、環境を守る

ために自分たちに何ができるかを考え、自身の行動につなげ

てもらう。 

学習したことを家族や友達に話すことで、日常生活の中で

行う地球にやさしい行動「エコアクション」を広めるきっか

けとする。 

環境問題について聞いたことはあるけど、詳しくは

知らない。 

知識はあるが、「エコアクション」にまで結びついて

いない。 

そもそも環境問題について聞いたこともない。 

環境問題について理解を深め、環境を守るため

に自分たちに何ができるかを考え、自身の行動に

つなげることができたか。 

学習したことを家族や友達に話し、日常生活の

中で行う地球にやさしい行動「エコアクション」

を広めるきっかけとなったか。 
  

 

取組の内容 工夫 学習者の反応 学習の効果＆主に育まれる力 

１ 導入 

いま地球上でどんな問題が起きているのか、

また、何が原因なのかについて伝える。 

現実に起きている問題をイメージしやすくするため、写真や

映像を使って説明。 

身近で考えられる問いかけ（例「朝起きてから今の時間まで

に何に水を使ったか？」など）やクイズを交えながら、環境

問題は身近な問題であることを説明。 

 

 

 「温暖化がどんどん進んでいることを改めて学ぶこ

とができた。」 

「クイズがおもしろかった。」 

 環境問題が身近な問題であること、世界中で様々

な環境問題が起きており、多くの人や生きものが

困っていることを実感しながら、 

自分たちの生活との関係に 

思いを巡らすことができた。 

２ 展開 

簡単な実験や工作などを行い、体験を通して

環境問題についてより分かりやすく伝える。 

 

環境問題への関心をより高めるため、普段体験できないよう

な内容の実験や工作など、印象に残る体験を提供。 

見たり、聴いたり、触ったり、感じたりして体感することで、

驚きや発見を生み、環境問題のしくみ（水がなぜ汚れるのか）

等をより分かりやすく、自分事として捉えられるようサポー

ト。 

 「実際の木の幹の太さを測って CO₂の吸収量を知るこ

とができて、木の大切さを改めて感じた。」 

「顕微鏡でヨーグルトのふたの裏を見たら、さといも

の葉っぱ同様の細かいでこぼこがあり感動しまし

た。」 

 体感することで、好奇心を高め、 

さらに、こうしたらどうだろう、 

もっと知りたいという 

探究心が高まった。 

 

３ ふりかえり 

学んだことをふりかえり、普段の生活の中で

自分にできることを考え、発表し、共有する。 

身近に多くのエコアクションがあることに気づき、行動する

意欲につなげるため、講座で学び、体験したことを振り返り、

「わたしたちにできることは何かな？」と問いかけて発言を

促し、皆で共有。 

家庭や地域へ環境を守る行動「エコアクション」が広まるよ

う、最後に、「帰ったら、家族や友達に今日学んだことを話し

てね」と呼びかけ。 

 

 「地球温暖化を防ぐ努力を家庭でも気を付けながら

取り組んでいきたいと思った。」 

「田んぼなどでカエルを見つけたら、どの種類か見分

けてみたい。緑や自然の大切さを改めて考えさせられ

た。」 

「日頃から自然の中で疑問に思ったことは調べてみ

ようと思った。」 

「SDGs をもっと意識しようと思った。」 

 自分にできることは何かを考えて気づくことが

できた。 

他の人の意見を聞くことで、自分では気づかなか

った、環境を守るために 

できることがたくさんある 

ことに気づくことができた。 

学んだことを話すことで 

家庭や学校、地域での 

エコアクションを広めるきっかけとなった。 
      

■令和４年度プラザ環境学習講座   学習者の変容  成果と課題 
・あいち環境学習プラザにおいて、主に小学生向

けに、地球温暖化、生物多様性、水やごみなど

の環境問題について、実験や工作を交えた体験

型の学習講座を実施。 （画像） 

【児童へのアンケート結果より】 
・参加する前までは、カエルやイモリは苦手だったが、講座に

参加してみて、イモリやカエルのことを知ってみると親近感
がわき、生きものを大切にしたいと感じた。 

・疑問に思ったことをどのようにして研究調査をして、試して
結論を導き出すかというやり方が、ムササビのこととともに
よくわかった。 

 
【依頼者（教師等）へのアンケート結果より】 
・節水を心がけている様子が学校生活の中でも見られるように

なった。 
・エコアクションに書いたことを学校でやっている子がいた。 

【成果】 
・環境問題は身近な問題であることを理解してもらい、

自分たちにできることを考え、行動に移す意欲を育む
ことができた。 

・夏休み講座では自然や地球温暖化など、多岐にわたる
分野を取り上げ、各分野への理解を深めてもらうこと
ができた。 

 
【課題】 

・令和４年度に、中学生向けのプログラムを作成・拡充

したが、今後も講座の内容について社会情勢の変化等

に合わせて、更新をしていく必要がある。 

体感 

理解 

探究 

共働 

活用 

体感 

理解 

探究 

共働 

活用 

体感 

理解 

探究 

共働 

活用 

理解する力 代表的な事業に対する定性的評価 ステップアップ・ワークシート 
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事業の名称等  ねらい  学習者の状況  成果指標 

2022（令和４）年度 

あいちの未来クリエイト部 

 

 

 

 

 

・高校生の環境問題に対する関心や環境意識を高め、課題発

見能力や課題解決能力を育む。 

 

・高校生が仲間とともに自分たちで考えながら取り組むこと

で、主体性、協調性を育む。 

・環境への興味や活動レベルは様々である。 

 

・どのように調査に取り組めばよいのかわからない。 

 

・顧問の指導に従い、活動に対して受け身の態度の生

徒が多い。 

・高校生の環境問題に対する関心や環境意識を

高め、課題発見能力や課題解決能力を育むこ

とができたか。 

 

・高校生が仲間とともに自分たちで考えながら

取り組むことで、主体性、協調性を育むこと

ができたか。 
  

 

取組の内容 工夫 学習者の反応 学習の効果＆主に育まれる力 

１ キックオフミーティングで活動のオリエ

ンテーションを行い、今後に資する講義を

受講後、活動内容を検討（６月） 

・アドバイザーや講師から、伝えたいことをわかりやすく他

者に伝えるコツや話し合いのコツについて講義を受け、活

動開始の準備をサポート。 

 

・質疑応答の時間を設けて発言を求めることで、積極的な参

加を促進。 

 

・ファシリテーターがサポートしつつ、高校生中心で今後の

活動内容を検討。 

    

      

２ 専門家の支援を受けてフィールド調査や

データ分析等の調査・研究を実施（７月～

11 月） 

・高校生が主体的に調査・研究を行えるよう、高校ごとにテ

ーマに沿った専門家が必要に応じて助言。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

      

３ 調査研究発表会（中間発表会）を実施 

  （11 月） 

・調査・研究を振り返り、活動内容の理解を深めるため、成

果を披露する調査研究発表会を実施。 

 

・調査研究発表会に過去の参加校も出席し、研究発表や交流

の機会を提供。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

・最初は何をするか不安だったけど、講義を受けて

今後の活動のポイントがわかった！ 

 

・講義の内容を消化して、 

質疑応答の時間に質問 

することができた！ 

 

・どのような内容でこれから調査・研究を進めてい

こうかな？ 

・専門家の意見を聞くこと

で、調査・研究検討の議

論の幅を広げることが

できた！ 

 

・今までに体験したことが

ないことができて、とて

も良い経験になった！ 

・他校の発表を見ることで、刺激

を受けて、今後の調査・研究の

発展や教材作成に向けて、より

良いアイデアを練ることができ

た！ 

 

・ステージでの発表は緊張した

が、聞いてくださった皆さんに

学んだことを伝えられた！ 

体感 

理解 

探究 

共働 

活用 

体感 

理解 

探究 

共働 

活用 

・講義の内容から、今後の自分たちの活動の進め

方を具体的にイメージしやすくなった。 

 

・自分の考えや疑問を発言する 

機会で積極性を育んだ。 

 

・調査・研究の内容や方向性を 

自分たちで決定することで、 

興味関心を高めた。 

・体験から自ら感じ、学ぶ

ことができた。 

 

・専門家からアドバイスを

もらえるという貴重な体

験を通して、自信がつい

た。 

・発表に向けて自分のこれ

までの活動を振り返った

り、発表を聞いた人から感

想や質問等をもらったり

することで、新たな気づき

や課題を見つけることが

できた。 

探究する力 代表的な事業に対する定性的評価 ステップアップ・ワークシート 

体感 

理解 

探究 

共働 

活用 
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４ 調査・研究の成果を基に、誰に何を伝えた

いか話し合い、意見をまとめた環境学習教

材を作成し、実践（12月～３月） 

・調査・研究で得た知識を基に、伝える対象・内容を意識し

て教材の作成を進められるよう、ファシリテーターが支

援。 

 

・作成した教材を体験した周囲の人から、感想や改善点など

をフィードバック。 

    

      

５ 活動報告会を実施（３月） 

・調査研究成果とそれをもとにした教材を発表し、実際に教

材を体験。 

 

・大学生やあいち eco ティーチャーとの交流会を行い、世代

間の交流の場を創出。 

    

    
■令和４年度あいちの未来クリエイト部 

 高校生が、専門家の支援を受けて地域の環境

問題に関する調査・研究を行い、その結果を基

に環境学習教材を作成するとともに、その教材

を活用し、普及啓発する。 

  学習者の変容 成果と課題 
 【高校生へのアンケート結果より】 

・自分から意見を交わし、わからないところを調べて
いく積極的な姿勢が身についた。 

・周りの意見を吸収してより良いアイデアを出すよう

に努力することができるようになった。 
【顧問へのアンケート結果より】 
・引っ込み思案な生徒が多かったが、人前で話すこと

に自信が持てたように見える。 

・意見を積極的に出そうとする姿勢が見られるように
なった。また、根拠を持って話すことができるよう

になった。 

【成果】 

・活動の中で課題を見出し、それを解決するため

の調査・研究を検討して実践することにより、

課題発見能力や解決能力が育まれた。 

・自分の考えを積極的に述べ、仲間と協力しなが

ら取り組むことができるようになり、主体性や

協調性の向上につながった。 

・令和３年度に「過去参加校との交流の機会を設

ける等、活動を継続・発展させる工夫を実施し

ているが、不十分な状況のため、さらなる工夫

が必要である」という課題を挙げていた。この

課題に対し、令和４年度は活動報告会で大学生

やあいち eco ティーチャーとの交流を行うこ

とで、世代間の学び合いを行った。 

【課題】 

・令和４年度の事業終了後に教員に対してアン

ケートを行ったところ、「専門家の支援が受け

られる」ことを期待していた教員が多かった。

令和５年度の事業では、調査・研究時に生徒と

専門家の接点をさらに増やすことができるよ

うにしたい。 

 

・教材作成は、案がまとまる

のは意外と早かったが、実

際に作ってみるとやるこ

とが多すぎて大変だっ

た！ 

・自分達の作った教材をたくさんの

人に楽しく遊んでもらえてうれ

しかった！ 

高校生が自ら考え、仲間

とのディスカッションを

行いながら、学んだ成果

を教材という形にでき

た。 

教材を活用し、学びを周囲

に広げることができた。 

体感 

理解 

探究 

共働 

活用 

体感 

理解 

探究 

共働 

活用 

・スライド発表で質問しても

らうことで新たな発見がで

きた。教材体験の説明が上

手くいくか不安だったけ

ど、楽しんでもらえてそう

で良かった！ 

・大学生もあいち eco ティーチャー

も私たちが持っている以上の知識

があり、とても勉強になることが

多かった！ 



事業の名称等  ねらい  学習者の状況  成果指標 

2022（令和４）年度 

かがやけ☆あいちサスティナ研究所 

○持続可能な社会の実現のために必要な知識やスキルを身

につけるとともに、それらを活用する能力を育む。 

 

〇参加した大学生、パートナー企業が、環境面における活動

をより活発に実施するよう促す。 

 

 

○これまでに習得してきた知識やスキルを社会でど

のように活用していくか、まだ具体的なイメージが

わいていない様子である。 

 

 

○持続可能な社会の実現のために必要な知識や

スキルを身につけるとともに、それを活用す

る能力を育むことができたか。 

 
〇参加した大学生、パートナー企業が、環境面

における活動をより活発に実施するよう促す

ことができたか。 
  

 

取組の内容 工夫 学習者の反応 学習の効果＆主に育まれる力 

１ 開所式で、学生、パートナー企業等との顔合

わせ、活動や課題の説明等を実施（６月） 

〇愛知県知事の激励により士気を高めるとともに、学生、パ

ートナー企業、ファシリテーターとの顔合わせ、活動や課

題の説明等を行い、研究所活動を円滑に開始できるような

機会を提供。 

    

      

２ 環境問題や SDGs、課題解決に関する基礎講

座を受講（７月） 

〇今後の環境課題研究を行うに際し必要な知識や理解を深

めるため、SDGs や課題解決の考え方の参考となる講座を実

施。 

 

〇昨年度の修了生から経験談や心構えを聞くことで、全体の

活動のイメージをサポート。 

 

 

    

      

３ 研究所活動として、企業訪問による現場調

査や企業担当者とのディスカッション、チ

ームミーティングを実施（８月～11月） 

＜課題研究＞ 

 企業訪問による現場調査や企業担当者とのディスカッシ

ョンにファシリテーターを交えることで、学生のインプット

及びアウトプットが大きくなるよう橋渡し。 

 

 

＜チームミーティング＞ 

 解決策を作り上げるためにチームミーティングを実施。 

適切なタイミングでファシリテーターが助言を行うこと

で、学生の考えをうまく引き出し、議論が円滑に進むよう支

援。 

    

最初は不安だったが、学生

同士で交流を行うことで、

モチベーションの上昇や関

係構築につながった！ 

環境や SDGs に関する知識が深まった！ 

現場に行くと、企業が実際

に行っている取組を体感で

きる！ 

チームでミーティングを行

い、解決策に向けた議論を深

めていった。 

時間が足りない！ 

体感 

理解 

探究 

共働 

活用 

体感 

理解 

探究 

共働 

活用 

体感 

理解 

探究 

共働 

活用 

○全体のスケジュールを理

解し、期間内にやるべき

ことを順序立てて具体的

にイメージできた。 

○これから解決策を検討し

ていくために必要な知識

やスキルを習得した。 

 

○さらに必要なことについ

ては自ら学習するなど、

主体性を育んだ。 

○実際に現地を調査し、企

業担当者と議論すること

で、課題の意味を深く理

解し、課題の解決がどの

ように持続可能な社会の

実現につながるかに気づ

いた。 

○チームミーティングを重ねることで、解決策に

向けた議論を深めると同時に、様々な視点で物

事を考える力が育まれた。 

活用する力 代表的な事業に対する定性的評価 ステップアップ・ワークシート 
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４ 成果発表本番に向け、中間発表会を開催

（10 月） 

〇成果発表会に向けたプレゼンテーション練習を実施し、出

席者からのフィードバックを踏まえ、研究成果のブラッシ

ュアップ等を促進。 

    

      

５ 成果発表会・修了式で、研究所活動の成果

である解決策を提案（12 月） 

〇提案した解決策をパートナー企業が評価。 

 

〇審査員による審査と合わせてオーディエンス賞を設け、来

場者の参加性を高めることにより、来場者に伝わりやすい

プレゼンテーションを行うよう学生に促進。 

 

 

    

      

６ 県内の大学等で出張成果発表を実施（２

月） 

〇学生自身の知識の習得や理解の増進、チーム内での研究だ

けにとどまらず、これまでの研究成果を発信。 

 

 

 

    

    
■令和４年度かがやけ☆あいちサスティナ研

究所 

 パートナー企業から提示された環境課題に

対し、研究員である大学生が現場での調査や企

業担当者とのディスカッションを実施し解決

策を研究する。解決策を企業側に提案し、活動

の成果を広くＰＲする。 

  学習者の変容 成果と課題 
 【学生へのアンケート結果より】 

・初めて企業と連携した取組を行ったため、責任感や

計画性を持って進めることができた。全体を通し

て、誰かに効果的に伝える方法等、多くの経験をさ
せていただくことができた。 

・違う大学の学生でチームが構成されていたことや、
基礎講座での他チームとの交流により、普段関わら

ないような学部の方から新しい発見や学びを得ら

れ、楽しかった。参加する前は SDGs を何となくしか
知らなかったが、参加後は自分事のように考えやす
くなったし、普段の生活でも何かできることはない

か自主的に考えるようになった。 

【パートナー企業へのアンケート結果より】 
・学生の新鮮な視点で企業が抱える課題を見直してい

ただき、企業の中だけでは気づかなかった社会一
般、特に Z世代の課題の捉え方に気づくことができ
た。 

【ファシリテーターへのアンケート結果より】 

・学部や文化の異なるチームメンバーが意見を出し合
い、それぞれの視点で感じたアイデアが反映されて

いった点が良かった。 

【成果】 

・企業から提示された課題の解決策を研究し、提

案することで、知識やスキルを習得するだけで

なく、活用する能力が育まれた。 

・企業によっては提案された解決策を採用し、実

施する見込みである。 

・学生の柔軟な発想や考え方を取り入れること

ができ、本業とのシナジーにもなる。 

・前回（令和 3 年度）の課題である「学生がチー

ム内だけでなく他のチームのメンバーと交流

する機会を増やすことで、様々な視点から課題

を理解できるようにする必要がある」について

は、今回（令和 4 年度）、7 月に実施した基礎

講座においてチームをシャッフルしてのグル

ープワークの時間を新たに設けており、改善で

きている。 

【課題】 

・学生が課題解決に向けた活動を実施したり、チ

ーム間での交流・意見交換を行ったりするため

の機会をより充実させることで、熟度の高い提

案を行えるようサポートしていく必要がある。 

 

練習会は他チームからの意

見やプレゼンテーションの

方法など、成果発表会に向け

てとても参考になる！ 

○チームみんなで考えたア

イデアや発表の工夫がパ

ートナー企業や来場者に

伝わるといいな！ 

ともに行動する仲間を増やしたい！ 

体感 

理解 

探究 

共働 

活用 

体感 

理解 

探究 

共働 

活用 

○他者の意見により、新たな 

課題に気付くことができた。 

また、相手にわかりやすく 

伝える能力が育まれた。 

○企業からの評価や審査員

からの講評を受け、これ

までの活動を振り返るこ

とで、課題解決に必要な

スキルや他者への伝え方

の改善点を見つけること

ができた。 

○研究成果を広く発信する

ことで、自身の活動の成

果を実感し、継続的なエ

コアクションの実施につ

ながった。 

体感 

理解 

探究 

共働 

活用 

○大勢の前での発表は緊張したが、今まで取り組んで

きた成果を練習したとおり発表できた！ 



事業の名称等  ねらい  学習者（依頼者）の状況  成果指標 

2022（令和４）年度 

環境学習コーディネート事業 

環境学習を受けたい方と、環境学習を提供できる方の橋渡

しを行うことで、県民、事業者、NPO、行政、学校等の様々な

主体が各々のノウハウ等を活かしあい、環境学習の幅を広

げ、より効果的な環境学習ができるようにする。 

環境学習ってどうやってやるのか分からない。 

講師は誰に頼めばいいのだろう。 

どうやれば効果的な環境学習ができるのだろう。 

県民、事業者、NPO、行政、学校等の様々な主

体が各々のノウハウ等を活かしあい、環境学習の

幅を広げ、より効果的な環境学習につなげること

ができたか。 

  
 

取組の内容 （コーディネーターの）工夫 学習者（依頼者・講師）の反応 学習の効果＆主に育まれる力（取組の効果） 

１ 環境学習に関する相談・講師の依頼 

学校、行政、事業者など依頼者の主体に合わせて、あいち環

境学習プラザに相談するメリットを紹介したチラシを作成

し、Web ページ等で周知。 

過去のコーディネート事例を Web ページに掲載。 

あいち環境学習プラザの来所者（社会見学申込者等）へ、コ

ーディネート事業の説明を実施。 

 
（依頼者） 

「緑のカーテン講座の講師を紹介してほしい。」 

「ビオトープや水に関する環境学習及び環境学習

の進め方のアドバイスをもらえる講師を紹介して

ほしい。」 

「高校生が興味を持てるような内容の環境問題の授

業を実施したい。」 

 どのような講師を紹介してもらえるのか、どのよ

うな授業が作れるのか、何をしてもらえるのかが

イメージしやすくなり、コーディネーターへの相

談がしやすくなった。 

 

 

 

 

      

２ 依頼内容に応じ、講師や施設等を提案 

依頼の目的や学習の目標、授業内容の希望等を詳細にヒアリ

ングすることにより、ニーズに合った講師や施設等を複数提

案。 

コーディネート終了後も依頼者と講師が関係性を保てるよ

う、コーディネーターが同席して打合せを行うことで早期に

信頼関係が構築できるよう配慮。 

 （依頼者の反応） 

「こちらが望んでいたテーマに対する講師を紹介い

ただけた。」 

「児童の今までの学習を踏まえた内容にしていただ

けたのがよかった。」 

 コーディネーターの持つ幅広いネットワークか

ら学習内容に適した外部講師や活動場所を選定

することができた。 

 

 

 

 

      

３ 学習日程や学校等の授業の目的に合わせ

たプログラム等の事前調整 

依頼者と講師の双方と連絡を密にし、信頼関係を構築するこ

とで、講師が安心して授業に臨めるよう調整。 

 

依頼者に対して、一過性の授業で終わらないように、事前・

事後の学習の実施や、他の教科、総合学習との連携について

提案。 

 

講師が依頼者の求める内容をプログラムに取り入れること

ができるように、依頼者からヒアリングした内容を講師に伝

えるとともに、より良い授業となるよう、伝えてほしい事や

工夫する点も講師に助言。 

 （依頼者の反応） 

「一学期から継続的に連絡調整をしてくださり、本当

に心強くありがたかった。こちらの要望（今までの学

習内容や児童の実態）を丁寧に聞き取り、適した講師

を紹介してくださり、児童にとってよい学びにつなが

った。」 

（講師の反応） 

「授業の総まとめとして、講義させていただいたの

で、子供たちの反応が良くてやりやすかった。」 

 

 

 

 

 事前・事後の学習の実施や他の教科との連携を図

ることで、より効果的な環境学習とすることがで

きた。 

相談者の希望する学習内容と外部講師の持つプ

ログラムの調整ができた。 

事前に依頼者の希望を聞くことで、講師が安心し

て授業に臨むことができた。 

共働する力 代表的な事業に対する定性的評価 ステップアップ・ワークシート 

体感 

理解 

探究 

共働 

活用 

体感 

理解 

探究 

共働 

活用 

体感 

理解 

探究 

共働 

活用 
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４ 講師を派遣し、環境学習を実施 

ふり返り、改善提案の実施 

コーディネーターが学習当日に立ち会い、講師と共にふり返

りを行い、事後学習の提案やプログラム改善の提案を実施。 

事後学習として、どうしたら学習したことを生活の中で行動

につなげられるのか、グループワーク等で話し合う時間を設

けるなどの提案を実施。 

 

 

 （依頼者の反応） 

「私たちにできること」資源・環境を大切にするため

に、学校で取り組めることを考えていきたい。 

（講師の反応） 

「毎回子供さんからの温かいお手紙をいただき、大変

励みになる。このように対応頂ける学校の姿勢に、大

変好意を持ち、また是非ご協力したいという気持ちに

なる。」 

 振り返りにより、事後学習やプログラム改善の提

案をすることで、より効果的な環境学習につなげ

ることができた。 

    
■令和４年度環境学習コーディネート事業   学習者の変容 成果と課題 
・あいち環境学習プラザに窓口を設け、環境学

習の連携・協働に関する相談業務や連携・協

働先の紹介・マッチング等のコーディネート

業務を実施。 

（画像） 

【依頼者へのアンケート結果より】 
・地球温暖化を防ぐのは、1 人 1 人の小さな取組からというメ

ッセージを受け、緑のカーテンという 1 つの取り組みから、
地球温暖化防止という大きな課題への取組の視点及び意識
の移動が見られた。 

・普段の生活の中で意識が変わった。 
・ビオトープの良さについて改めて感じられた。 
 
【講師へのアンケート結果より】 
・小学生に接する機会を頂けたことで、スキルアップにつなが

った。 
・〇〇業界と初めての協働で新しい発見があった。 

【成果】 
・学校における環境学習の機会の増加に加え、環境学習

講師等のノウハウの有効活用を図ることができ、環境
学習の幅が広がった。 

・児童の意識が変わり、真剣に環境問題に取り組むなど
効果的な学習につなげることができた。 

・教育委員会、AEL ネット協議会、市町村、図書館等でチ
ラシを配布したことにより、令和 3 年度とは違う団体
からの依頼も多く、より多くの方に本事業をご活用い
ただいた。 

 
【課題】 
・依頼者からの授業内容や講師及び施設等に対する要望

は様々であるため、紹介する講師の人数を増やす必要
がある。 

 

 

体感 

理解 

探究 

共働 

活用 


